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教育･歴史文化の輝く健康長寿村を目指して

;?

皿

り．

平成29年第3回大宜味村議会定例会が3月10日に開会

し､初日に宮城功光村長が施政方針演説を行いました。

以下､施政方針の全文を掲載します。
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平
成
2
9
年
大
宜
味
村
議
会
第
３

回
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
村

政
運
営
に
関
す
る
私
の
所
信
の
一

端
並
び
に
、
平
成
2
9
年
度
予
算
の

概
要
及
び
主
要
施
策
に
つ
い
て
ご

説
明
申
し
上
げ
、
村
議
会
並
び
に

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
大
宜
味
村
長
に
就
任
後
、
こ
れ

ま
で
村
立
小
学
校
の
統
合
を
は
じ

め
、
私
が
就
任
当
初
か
ら
掲
げ
て

い
る
政
策
運
営
方
針
の
人
材
育
成
・

子
育
て
支
援
・
教
育
・
福
祉
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
課
題
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
長
い
歴
史
の
中
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
培
わ

れ
て
き
た
村
立
小
学
校
の
統
合
と
、

中
学
校
の
移
転
と
い
う
大
き
な
時

代
の
流
れ
の
中
で
、
村
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
達
は
、
現
在
、
結
の
浜

の
地
に
新
設
さ
れ
た
新
生
大
宜
味

小
学
校
及
び
大
宜
味
中
学
校
の
す

ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
、
小
学
校

に
お
い
て
は
複
式
学
級
も
解
消
さ

れ
、
児
童
生
徒
が
、
勉
強
・
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
面
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
年
で
切
磋
琢
磨
し
頑
張
っ

て
い
る
姿
が
、
村
の
未
来
を
明
る

く
す
る
も
の
と
期
待
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
は
、
本
村
の
変
革

の
年
と
も
位
置
づ
け
の
で
き
る
大

宜
味
村
第
５
次
総
合
計
圃
を
策
定

し
、
今
後
1
0
年
間
の
村
の
進
む
べ
き

基
本
構
想
を
定
め
、
「
教
育
・
歴
史

文
化
の
輝
く
健
康
長
寿
村
」
を
村
の

将
来
像
と
し
て
掲
げ
、
「
人
材
を
以

て
資
源
と
為
す
」
を
本
村
教
育
の
恒

久
の
理
念
と
し
、
具
現
化
す
る
施
策

の
展
開
と
し
て
、
人
材
育
成
を
重
点

事
業
の
柱
に
据
え
、
学
校
教
育
の
み

な
ら
ず
、
産
業
界
等
に
お
い
て
も
郷

土
の
自
然
と
文
化
に
誇
り
を
も
ち
、

心
豊
か
で
創
造
性
・
国
際
性
に
富
む

積
極
進
取
な
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
国
立
公
園
に

も
指
定
さ
れ
た
本
地
域
は
、
平
成

3
0
年
度
秋
の
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み
も
着
実
に
進

行
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
地
域
と
し
て
の
展
望
と
、

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
密
接
に

繋
が
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
、
子
々

孫
々
ま
で
し
っ
か
り
と
持
続
可
能

な
形
で
継
承
で
き
る
村
づ
く
り
に

努
め
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

皆
が
住
み
続
け
た
い
、
こ
の
大
宜

味
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
、
村
民
の
誰
も
が
い
き

い
き
と
未
来
を
語
り
、
さ
ら
に
す

ば
ら
し
い
村
に
す
る
願
い
を
込
め
、

村
民
憲
章
の
制
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
直
面
す
る
大
き
な
課
題

で
あ
る
「
少
子
高
齢
化
」
に
つ
い
て
、

今
後
も
最
重
要
課
題
と
し
て
施
策
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に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

背
景
に
は
、
雇
用
機
会
が
脆
弱
な
こ

と
、
定
住
環
境
が
不
十
分
な
こ
と
な

ど
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
少
子
高
齢
化
に
伴

う
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
、
様
々
な
方
面
に
お
い
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
展
開
す

る
中
で
、
村
の
資
源
を
有
効
に
活

用
で
き
る
企
業
の
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
企
業

誘
致
と
共
に
定
住
環
境
に
つ
い
て
、

民
間
ア
パ
ー
ト
誘
致
や
空
き
家
の
活

用
に
よ
る
移
住
・
定
住
・
交
流
事
業

か
ら
村
の
人
ロ
増
加
に
繋
げ
て
い
く

施
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
宜
味
村
第
４
次
総
合
計
圃
に

お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
施
策
か

ら
、
新
た
な
企
業
立
地
や
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
地
域
振
興
な

ど
、
村
政
運
営
の
成
果
は
着
実
に

あ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
課
題
は
ま
だ

ま
だ
山
積
し
て
お
り
、
脆
弱
な
財

政
運
営
の
中
で
も
村
民
目
線
を
第

１
に
考
え
、
大
宜
味
村
の
さ
ら
な

る
飛
躍
と
村
民
福
祉
の
向
上
に
向

け
、
「
大
宜
味
ら
し
さ
」
を
迫
求
し

た
村
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
村
の
財
政
を
見
通
す
と
、
歳
入

の
根
幹
で
あ
る
村
民
税
な
ど
の
収

入
に
大
き
な
増
減
は
見
ら
れ
な
い

も
の
の
、
ダ
ム
交
付
金
と
言
わ
れ

る
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付

金
の
減
価
償
却
に
伴
う
減
収
、
国

勢
調
査
人
口
の
減
、
小
学
校
統
合

に
よ
る
普
通
交
付
税
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
2
9
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
「
大
宜
味
村
第
５
次

総
合
計
圃
」
を
基
本
と
し
、
国
策

に
よ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
　
総
合
戦
略
」
を
活
用
し
、

平
成
3
2
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
「
過

疎
自
立
促
進
計
圃
」
な
ど
、
当
初

予
算
と
連
動
さ
せ
た
「
教
育
・
歴

史
文
化
の
輝
く
健
康
長
寿
村
」
の
実

現
に
向
け
、
予
算
編
成
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

平
成
2
9
年
度
の
予
算
規
模
は
、
一

般
会
計
予
算
が
総
額
約
3
0
億
４
千
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９
百
万
円
と
な
り
、
学
校
建
設
費

の
減
に
よ
り
、
前
年
度
予
算
額
と

比
較
し
ま
す
と
２
億
４
千
万
円
、

７
‘
４
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
予
算
総
額
は

約
９
億
２
千
１
百
万
円
、
３
‘
８
％

増
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
に

つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
総
額
は
約
６
億
６
千
１

百
万
円
で
対
前
年
度
比
３
‘
６
％

減
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
総
額
は
約
１
億
９
千
３
百
万
円

で
対
前
年
度
比
3
4
・
１
％
増
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
総

額
は
約
３
千
３
百
万
円
で
4
0
％
増
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

総
額
は
約
３
千
４
百
万
円
で
前
年

度
並
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
１
）
職
員
の
資
質
の
向
上

　
厳
し
い
財
政
状
況
と
複
雑
多
様

化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す

る
た
め
、
全
国
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー

や
自
治
研
修
所
等
で
の
研
修
な
ど

の
受
講
、
ま
た
人
事
評
価
制
度
の

評
価
を
基
に
職
員
の
資
質
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
行
政
改
革
の
推
進

　
平
成
2
8
年
１
１
月
に
策
定
さ
れ
た

「
第
５
次
大
宜
味
村
行
政
改
革
大
綱
」

の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
複
雑
多
様

化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
な
が
ら
、
村
の
将
来
像
に
向
け
た

行
政
改
革
、
ま
た
、
社
会
情
勢
や
村

の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
た
行
政
改
革

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
財
政
運
営

　
税
収
な
ど
の
自
主
財
源
に
乏
し

く
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付

税
や
国
・
県
支
出
金
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
厳
し
い
財
政
運
営
が
見

込
ま
れ
る
中
、
新
た
な
歳
入
の
創

出
及
び
村
内
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
の
観

点
か
ら
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
「
む
ら
づ
く
り
応
援
寄
付
」

は
、
全
国
か
ら
４
’
９
５
９
件
（
前

年
２
’
７
６
５
）
、
約
１
億
円
（
前
年

５
千
４
百
万
円
）
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。
今
後
も
魅
力
あ
る
返
礼

品
づ
く
り
と
大
宜
味
村
応
援
団
の

輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
急
激
な
高
齢
化

に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
や
老
朽

化
す
る
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
経

費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
無
駄
を
排
除
し
、
基
金
の
計
圃

的
な
運
用
を
行
い
、
村
債
を
抑
制
す

る
な
ど
、
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
、
財
政
規
律
に
配

慮
し
計
圃
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　
　
計
画

　
平
成
2
8
年
度
に
公
共
施
設
等
の

現
状
や
課
題
を
調
査
・
分
析
し
、

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
圃

的
な
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針
を

定
め
た
「
大
宜
味
村
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
團
」
に
基
づ
き
、
今
後
、

個
別
施
設
の
管
理
計
圃
、
保
全
計

圃
等
の
具
体
的
な
検
討
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
農
業
の
振
興

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

生
産
基
盤
の
充
実
強
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
遊
休
地
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
と
耕
土
流
出
防
止
を

図
り
な
が
ら
推
進
し
、
農
道
の
路

面
改
良
整
備
、
農
業
用
用
排
水
路

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
農

業
用
近
代
化
施
設
・
機
械
等
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

　
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
に
つ
い
て
は
、

青
切
・
フ
ル
ー
ツ
用
出
荷
に
対
応

で
き
る
よ
う
品
質
の
向
上
に
向
け

て
、
栽
培
技
術
の
普
及
と
販
売
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
遊
休
地
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
作
成
に
よ
り
地
域
の
担
い
手
に
な

る
生
産
者
を
認
定
し
、
そ
の
生
産
者

へ
農
地
の
集
積
や
支
援
事
業
を
行
い

農
業
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
花
斉
栽
培
に
お
き
ま
し
て
は
、

喜
如
嘉
地
区
、
大
保
地
区
に
お
い
て
、

オ
ク
ラ
レ
ル
カ
や
フ
ト
イ
等
の
切

葉
の
拠
点
産
地
認
定
に
向
け
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い

施
設
等
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
カ
ラ
キ
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
カ
ラ
キ
の

持
つ
成
分
等
を
分
析
し
商
品
開
発
・

ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
及
び
栽
培
技
術

者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
イ
ノ
シ
シ
柵
設
置
や
カ
ラ
ス

の
一
斉
駆
除
、
捕
獲
活
動
を
引
き

続
き
行
い
、
農
作
物
へ
の
被
害
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
林
業
の
振
興

　
林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

や
ん
ば
る
国
立
公
園
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
県
の
計
圃
で
あ
り
ま
す

「
や
ん
ば
る
型
森
林
業
推
進
事
業
計

圃
」
、
「
大
宜
味
村
森
林
整
備
計
圃
」

及
び
「
長
寿
と
癒
し
の
森
整
備
計

圃
」
に
基
づ
き
、
自
然
に
配
慮
し

た
森
林
業
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
畜
産
の
振
興

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
へ
の
防
疫
体
制
の
強
化
を
図

り
、
経
営
の
安
定
向
上
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
と
連
携
し
、
悪
臭
や

家
畜
排
泄
物
の
適
正
処
理
の
指
導

を
行
い
、
周
辺
環
境
の
改
善
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
水
産
業
の
振
興

　
漁
村
地
城
整
備
交
付
金
を
活
用

し
た
、
塩
屋
漁
港
整
備
事
業
の
完

了
に
伴
い
今
後
は
、
水
産
物
供
給

基
盤
機
能
保
全
事
業
基
本
計
圃
に

基
づ
き
、
漁
港
等
の
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
養

殖
漁
業
に
つ
い
て
は
、
モ
ズ
ク
・

海
ブ
ド
ウ
・
シ
ャ
コ
ガ
イ
・
ウ
ニ

な
ど
の
新
た
な
養
殖
技
術
の
普
及

を
推
進
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
等
へ
の
活
用
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
中
の
直
売
店
を
活

用
し
、
新
鮮
な
海
産
物
を
供
給
す
る

と
共
に
特
産
品
づ
く
り
を
促
進
し
、

漁
民
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
内
の
商
業
が
維
持
さ
れ

発
展
し
て
い
く
よ
う
に
、
事
業
者

の
経
営
基
盤
並
び
に
商
工
会
や
生
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豊
か
な
自
然
が
生
み
出

３
‐
‐
す
活
力
あ
る
村
づ
く
り
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振
興
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産
者
の
組
織
基
盤
強
化
と
、
本
村

の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業

と
製
造
加
工
業
の
連
携
を
強
化
し
、

加
工
特
産
品
開
発
を
促
進
し
つ
つ
、

観
光
振
興
と
の
連
動
を
図
り
な
が

ら
、
経
営
の
安
定
化
と
新
た
な
市

場
開
拓
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
に
は
工
房
を
構
え

る
工
芸
家
が
多
く
村
の
特
産
品
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
市
場
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
の
重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る

喜
如
嘉
の
芭
蕉
布
に
つ
い
て
、
地

場
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
仕
組
み

づ
く
り
と
伝
統
工
芸
を
継
承
で
き

る
人
材
の
育
成
方
針
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
振
興
な
ど
の
取
り
組
み
で
村

内
の
経
済
循
環
と
雇
用
創
出
及
び

村
民
所
得
向
上
な
ど
の
波
及
効
果

の
得
ら
れ
る
企
業
の
進
出
が
望
ま

れ
て
お
り
、
学
校
跡
地
活
用
に
よ

る
企
業
の
進
出
、
遊
休
地
や
結
の

浜
の
土
地
利
用
な
ど
公
有
財
産
を

活
用
し
た
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
観
光
の
振
興

　
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

や
ん
ば
る
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

今
後
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の

行
動
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
村
の

観
光
振
興
の
方
向
性
を
ま
と
め
た

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
地
域
全
体

構
想
」
策
定
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形
成
と
し
て
、

塩
屋
湾
の
魅
力
を
活
か
せ
る
事
業

の
導
入
と
各
観
光
拠
点
と
の
連
動

を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
「
平
南
の

タ
ー
滝
」
や
「
ネ
ク
マ
～
六
田
山

散
策
道
」
な
ど
自
然
環
境
資
源
と

里
で
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
行
う
上
で
、

安
全
面
対
応
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
と
安
全
利
用
に
関
す

る
方
策
検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
が
少
な
い
こ
と
に
よ

る
素
通
り
観
光
へ
の
対
応
強
化
と

し
て
、
長
寿
と
癒
し
の
森
整
備
計

圃
、
結
の
浜
土
地
利
用
及
び
公
有

財
産
の
活
用
に
よ
る
企
業
立
地
を

促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
に
は
人
材
育

成
と
人
材
活
用
は
重
要
な
位
置
づ

け
に
あ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

観
点
で
あ
る
自
然
環
境
の
み
な
ら

ず
経
営
面
な
ど
に
つ
い
て
の
意
識

啓
発
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
健
康
福
祉
の
村
づ
く
り

　
　
の
推
進

　
長
寿
復
活
を
目
指
す
た
め
に
、

若
年
・
壮
年
層
の
健
康
意
識
改
革

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
特
定
健
診
受
診
率
向

上
と
特
定
保
健
指
導
も
引
き
続
き

行
い
、
個
別
訪
問
の
強
化
、
各
区

を
回
り
対
象
者
へ
の
栄
養
・
運
動

指
導
・
健
康
相
談
等
、
丁
寧
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り

の
機
運
を
高
め
る
施
策
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
名
桜
大
学

と
の
連
携
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
削
減
、
重
症
化

予
防
を
目
標
に
、
村
民
の
健
康
に

対
す
る
指
針
を
示
す
「
お
お
ぎ
み
健

康
2
1
」
基
本
計
圃
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
２
）
児
童
・
母
子
父
子
福
祉

　
　
の
充
実

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
を
つ
く
る
為
に
、
今
年
度

も
「
出
産
祝
金
」
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
緊

急
対
策
事
業
を
活
用
し
、
子
ど
も

達
へ
の
学
習
・
生
活
支
援
を
引
き

続
き
行
い
、
現
在
活
動
し
て
い
る

ぶ
な
が
や
っ
子
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、

支
援
員
を
増
員
す
る
な
ど
、
子
ど

も
達
の
育
成
支
援
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
平
成
2
9
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
室
」
を
設
置
し
、
幼
保
連

携
型
認
定
子
ど
も
園
の
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
と
、
今
後
の
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
積
極
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
障
害
者
福
祉
の
充
実

　
平
成
2
8
年
度
に
お
い
て
、
「
第
３

期
大
宜
味
村
障
が
い
者
（
児
）
計
圃
」

（
平
成
2
9
年
～
平
成
3
5
年
）
を
策
定

致
し
ま
し
た
。
基
本
理
念
を
「
と
も

に
支
え
あ
い
、
と
も
に
生
き
る
地

域
社
会
」
を
掲
げ
て
、
地
域
生
活

の
基
盤
づ
く
り
、
社
会
参
加
の
促

進
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
と
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
年
度
の
取
り
組
み
と

し
て
、
「
気
に
な
る
子
ど
も
達
へ
の

支
援
体
制
づ
く
り
」
を
行
い
ま
す
。

保
育
所
・
幼
稚
園
・
集
合
場
所
等

に
専
門
員
を
巡
回
さ
せ
て
支
援
員
・

保
護
者
に
定
期
的
に
指
導
・
相
談

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
「
第
５
期
障

害
者
福
祉
計
圃
」
の
策
定
の
年
で

も
あ
り
、
３
年
間
の
実
施
計
圃
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
を
委

託
し
実
施
し
た
地
域
で
の
居
場
所

づ
く
り
で
輪
が
広
が
り
、
村
民
相

互
で
支
え
合
う
「
結
い
」
の
活
動

場
所
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

「
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
」

を
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
展
開
で

き
る
よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
誰

も
が
気
軽
に
で
き
る
「
長
寿
体
操
」

を
取
り
入
れ
、
予
防
に
も
力
を
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
2
9
年
度
は
、
高
齢
者
の
現

状
・
ニ
ー
ズ
を
基
本
に
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
べ
く
、
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
圃
・
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
圃
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
保
健
医
療
施
策
の
充
実

　
景
気
の
低
迷
や
社
会
に
蔓
延
す
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健
康
長
寿
と
子
育
て
・
弱
者
を

支
え
る
「
結
」
の
村
づ
く
り
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健
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福
祉
の
充
実
～



る
過
度
な
ス
ト
レ
ス
、
悩
み
を
抱

え
る
人
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
心
の
悩
み
を
抱
え
る
人
や
そ

の
家
族
等
を
丁
人
で
も
多
く
支
援

す
る
た
め
、
「
心
の
相
談
窓
口
」
を
、

今
年
度
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
国
民
健
康
保
険
の
充
実

　
平
成
3
0
年
度
か
ら
、
沖
縄
県
が

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
ま

す
が
、
資
格
管
理
、
保
険
給
付
、

保
険
税
率
の
決
定
、
賦
課
、
徴
収
、

保
健
事
業
は
引
き
続
き
村
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
そ
の
基
本
と
な
る
徴
収
率
が

大
切
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
「
国
民

健
康
保
険
」
は
被
保
険
者
の
相
互

扶
助
の
精
神
に
支
え
ら
れ
運
営
さ

れ
て
お
り
、
村
民
の
医
療
、
そ
の

他
の
給
付
を
行
う
の
に
重
要
な
財

源
で
す
。
今
年
度
は
、
国
・
県
の

補
助
金
を
活
用
し
、
「
収
納
率
向
上

特
別
対
策
事
業
」
で
徴
収
員
を
配

置
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健

全
化
に
向
け
滞
納
整
理
、
徴
収
率

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
納
税
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
幼
児
教
育
の
推
進

　
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る

た
め
に
必
要
な
教
育
環
境
の
整
備

を
推
進
し
、
幼
児
一
人
丁
人
の
個

性
を
大
切
に
す
る
教
育
内
容
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所

と
幼
稚
園
が
連
携
す
る
形
の
施
設

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、

幼
児
教
育
か
ら
義
務
教
育
ま
で
一

貫
し
た
教
育
目
標
の
も
と
に
地
域

ぐ
る
み
で
の
子
育
て
と
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

（
２
）
学
校
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ベ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
社
会
で
自
立
し
て
い
け
る
「
生

き
る
力
」
の
基
盤
と
な
る
「
確
か

な
学
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
豊
か

な
心
と
体
を
兼
ね
備
え
た
「
知
・
徳
・

体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も

を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま

で
連
続
し
た
教
育
が
可
能
と
な
る

学
校
運
営
の
在
り
方
を
調
査
・
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
教

育
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
学
校

施
設
、
教
材
、
備
品
等
の
整
備
拡

充
と
校
内
の
緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成
2
9

年
度
は
総
合
学
習
の
時
間
を
利
用

し
て
、
１
年
生
を
対
象
に
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
製
品
の
開
発
、
販
売

等
を
実
践
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
を
図
り
社
会
性
を
培
う
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
産
地
消
に
よ
り
地
域
と
の
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、
「
生
き
る
源

は
食
す
る
こ
と
に
あ
る
」
を
認
識

さ
せ
て
い
く
食
育
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。
特
に
小
学
校
に
お

い
て
は
、
平
成
2
9
・
3
0
年
度
の
２

年
間
「
食
生
活
に
関
す
る
教
育
実

践
校
」
と
し
て
県
の
研
究
校
の
指

定
を
受
け
、
食
に
関
す
る
実
践
的

な
研
究
を
行
い
指
導
の
充
実
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
生
涯
学
習
の
推
進

　
情
報
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、

一
生
涯
学
び
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
年
齢
や
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
い
つ
で
も
自

由
に
学
べ
る
機
会
と
し
て
生
涯
学

習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て

お
り
、
村
民
の
生
涯
の
各
時
期
に

お
け
る
学
習
要
求
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
学
習
情
報
や
学
習
機
会
の
提

供
の
拡
充
・
支
援
を
図
り
、
丁
人
一

人
が
村
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
み
、

生
き
る
力
、
生
き
抜
く
力
な
ど
の
総

合
的
な
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

学
習
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
琉
球
大

学
及
び
名
桜
大
学
と
連
携
し
た
公
開

講
座
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
多

様
な
学
習
が
展
開
で
き
る
村
民
文
化

セ
ン
タ
ー
や
村
民
図
書
館
（
室
）
の

整
備
の
検
討
を
図
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ま
れ
て
き
た
活
動
内
容
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
村
民
の
健

康
づ
く
り
に
向
け
た
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
活
動
拠
点
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
地
域
文
化
の
推
進

　
村
内
に
現
存
す
る
数
多
く
の
文

化
財
の
調
査
を
進
め
保
全
を
図
る

と
と
も
に
、
有
効
な
活
用
方
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
根
謝
銘

グ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
中
・
長
期

計
圃
を
立
て
発
掘
調
査
を
進
め
、

以
前
よ
り
収
集
さ
れ
た
資
料
も
数

多
く
あ
り
、
今
後
も
発
掘
を
行
う

こ
と
で
貴
重
な
資
料
等
も
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

資
料
館
（
室
）
を
早
期
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
、
学
校
跡
地
の
有

効
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
文
化
の
継
承
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
切
な
地
域
文
化
を
将
来

世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
調
査
・

記
録
保
存
を
積
極
的
に
進
め
、
地

域
に
お
け
る
継
承
活
動
を
推
進
・

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
村
史
編
纂
に
つ
い
て

　
新
村
史
編
纂
基
本
計
圃
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
「
シ
マ
ジ
マ
・
ビ
ジ
ュ

ア
ル
版
わ
１
け
Ｉ
シ
マ
の
宝
物
」
「

戦
争
証
言
集
渡
し
番
」
、
「
シ
マ
ジ
マ

本
編
」
、
「
移
民
・
出
稼
ぎ
編
」
の
発

刊
と
宇
誌
編
纂
支
援
講
座
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
平
成
2
9
年
度
「
民
俗
・

こ
と
ば
編
」
の
発
刊
と
「
人
と
自
然

編
」
、
「
写
真
集
」
、
「
通
史
」
等
の
資

料
収
集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
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歴
史
に
学
び
人
を
育
む

文
化
の
村
づ
く
り

～
教
育
・
文
化
の
振
興
～



　
平
成
2
7
年
度
に
実
施
し
た
大
川

川
の
推
進
策
定
計
圃
等
を
基
に
、

本
年
度
も
継
続
事
業
と
し
て
、
自

然
景
観
や
生
態
系
に
配
慮
し
た
安

全
で
良
好
な
河
川
環
境
の
整
備
と
、

や
ん
ば
る
ら
し
い
癒
や
さ
れ
る
河

川
の
再
生
と
治
水
安
全
度
の
向
上
、

さ
ら
に
観
光
と
リ
ン
ク
し
た
大
川

川
河
川
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
2
7
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で

安
全
・
安
心
な
生
活
道
路
と
し
て
、

山
間
部
の
村
道
の
減
災
対
策
及
び
景

観
の
向
上
を
目
的
に
、
危
険
箇
所
周

辺
の
生
い
茂
っ
た
雑
木
や
高
木
の
伐

採
を
塩
屋
住
区
に
て
行
い
ま
す
。

　
道
路
橋
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
8

年
度
に
実
施
し
た
点
検
業
務
を
基

に
、
長
寿
命
化
計
圃
を
再
確
認
し
、

以
前
の
修
繕
計
圃
と
照
ら
し
合
せ

て
、
修
繕
や
架
替
等
の
優
先
順
位

を
決
め
、
予
防
的
な
修
繕
及
び
架

替
え
を
行
い
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
総
点

検
結
果
を
踏
ま
え
、
老
朽
化
が
著

し
い
箇
所
や
危
険
箇
所
の
補
助
事

業
の
採
択
を
早
め
に
実
施
し
て
い

く
よ
う
取
り
組
み
、
市
町
村
道
路

網
計
團
に
謳
わ
れ
て
い
る
安
全
な

道
づ
く
り
、
人
に
優
し
い
道
づ
く

り
、
自
然
に
優
し
い
道
づ
く
り
、

地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
道
づ

く
り
等
を
達
成
す
る
た
め
、
ゆ
と

り
あ
る
道
路
整
備
を
推
進
し
、
平

成
2
9
年
度
は
村
道
饒
波
石
山
線
の

工
事
設
計
を
行
い
、
計
圃
に
沿
っ

て
随
時
道
路
改
良
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

ポ
ン
プ
場
の
機
械
・
電
気
計
装
設

備
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
を
行

い
、
施
設
管
理
の
効
率
的
な
運
営
・

有
効
率
の
向
上
、
ま
た
、
地
域
住

民
に
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
増
圧
ポ
ン
プ
・
電

気
計
装
設
備
・
配
水
管
等
の
布
設

替
え
を
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
結

の
浜
地
域
の
公
共
施
設
、
住
宅
・

ア
パ
ー
ト
及
び
産
業
振
興
関
連
施

設
の
整
備
に
伴
い
、
汚
水
の
処
理

能
力
の
増
設
が
必
要
な
た
め
、
今

年
度
県
代
行
事
業
に
よ
り
膜
分
離

装
置
等
大
宜
味
村
浄
化
セ
ン
タ
ー

増
設
工
事
を
行
い
ま
す
。
一
方
そ

の
他
の
地
域
で
は
、
浄
化
槽
に
よ

る
下
水
処
理
と
な
る
こ
と
か
ら
し

尿
を
処
理
す
る
単
独
浄
化
槽
も

残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
合
併
浄
化
槽
へ
の
移
行
を
促

進
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
生
活
環
境

　
咋
年
、
本
地
域
が
や
ん
ば
る
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
取
り

組
ま
れ
て
い
る
中
、
地
域
住
民
や

観
光
客
の
安
全
確
保
、
ま
た
、
貴

重
な
野
生
生
物
の
保
護
と
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る

た
め
、
野
良
犬
、
野
良
猫
、
ハ
ブ

対
策
と
し
て
環
境
保
全
の
作
業
員

に
よ
る
保
護
・
捕
獲
を
今
年
度
も

継
続
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
に
お
い
て
、
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
消
防
・
防
災
の
推
進

　
３
・
１
１
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
平
成
2
5
年
度
に
沖
縄

県
防
災
計
圃
が
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
準
じ
、
大
宜
味
村
地
域
防

災
計
圃
を
見
直
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
認
識
の
下
、

地
域
住
民
が
主
体
的
に
防
災
活
動

を
行
う
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
の
浜
地
区
の
避
難
路
に
つ
き

ま
し
て
は
、
整
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
平
成
2
8
年
度
で
完
成
し
、

学
校
に
お
い
て
は
、
既
に
避
難
路

を
活
用
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
2
9
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
結

の
浜
住
宅
地
域
の
消
火
栓
設
置
に
つ

い
て
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
づ
ハ
ー

（
４
）
情
報
通
信
の
整
備

　
北
部
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
と
連
携
し
、
情
報
通
信
の
高
速

化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
民
間
普

及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
結
の
浜
の
整
備
推
進

　
結
の
浜
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
2
8
年
４
月
か
ら
新
生
大
宜
味
小

学
校
・
大
宜
味
中
学
校
が
開
設
し
、

豊
か
な
環
境
の
下
で
児
童
生
徒
達

が
勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
ま

た
、
分
譲
宅
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

5
0
区
圃
中
、
民
間
賃
貸
共
同
住
宅

の
導
入
も
あ
り
、
残
り
１
１
区
圃
と

な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
分
譲
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
他
の

区
圃
に
お
け
る
土
地
利
用
に
つ
い

て
、
産
業
振
興
と
定
住
促
進
に
寄

与
で
き
る
施
策
に
取
り
組
み
、
公

共
施
設
跡
利
用
と
事
業
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
、
村
民
ニ
ー
ズ
に
則

し
た
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
移
住
・
定
住
・
交
流
の

　
　
促
進

　
結
の
浜
分
譲
宅
地
の
販
売
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
に

よ
る
賃
貸
共
同
住
宅
等
の
誘
致
と

空
き
家
に
関
す
る
諸
課
題
を
整
理

し
、
活
用
可
能
な
空
き
家
に
、
移
住
・

定
住
希
望
者
を
積
極
的
に
受
入
れ

ら
れ
る
環
境
整
備
と
、
交
流
拠
点

と
し
て
活
用
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
2
9
年
度
の
施
政
方

針
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

第
５
次
総
合
計
圃
を
策
定
し
村
の

示
す
1
0
年
後
の
人
ロ
目
標
を

３
’
２
０
０
人
と
定
め
て
い
ま
す
。

平
成
2
7
年
度
の
国
勢
調
査
に
よ
る

村
の
人
口
は
３
’
０
６
０
人
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
2
2
年
度
か
ら
は

１
６
１
人
の
減
少
が
あ
り
ま
し
た

が
、
目
標
を
掲
げ
た
現
在
、
本
日

申
し
上
げ
た
施
策
を
村
民
の
皆
様

と
と
も
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
取
り

組
み
、
本
村
の
特
性
を
活
か
し
た

村
づ
く
り
に
よ
り
、
老
若
男
女
、

多
く
の
方
々
が
「
大
宜
味
村
で
よ

か
っ
た
」
、
「
大
宜
味
村
に
住
み
た
い
」

と
思
え
る
村
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
と
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
主
要
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
別
紙
の
と
お
り
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
2
9
年
３
月
1
0
日

大
宜
味
村
長
　
宮
城

- - - －

　 　 - - - -

　 　 － ･ -

　 　 － ･　 　 - ･

　 　 -

　 　 －

　 　 －

　 　 －

　 　 － －・ - - －。 ･ －

功
光

ｔｓ大喧'味第265号疹



▲大宜味小学校自然観察クラブ発表　　　　　　　▲記念楯の贈呈

　２月26日､国内33箇所目の国立公園として､東村､国頭村､大宜味村にまたがる｢やんば

る国立公園｣が平成28年9月に誕生したことを祝し､除幕式･記念式典(共催:環境省､沖縄

県､3村)が開かれました｡式には環境大臣や沖縄県知事の他､3村内外から多くの方が参

加しました｡始めに東村ふれあいあいヒルギ公園で記念標識除幕式､その後､大宜味村農

村環境改善センターにて記念式典が行われました｡式典では､やんばる国立公園の紹介映

像や地元児童生徒による自然環境発表(大宜味小学校自然観察クラブの喜如嘉ターブク

の野鳥観察と屋古のチョウの研究､辺土名高等学校環境科サイエンス部の野鳥班と新河

川班)があり、山本公一環境大臣からは｢子ども達が自ら故郷のことを考え､環境を大切に

し､熱心に取り組んでいる｡後世に繋げていくという思いには感銘を受けた｡｣と嬉しい言

葉を頂きました｡また､除幕式･式典終了後は国頭村ふれあいセンターにて､記念祝賀会も

行われ､記念楯の贈呈や琉舞､歌などが披露されました。

　やんばる国立公園は､国内最大級の亜熱帯照葉樹林が広がり、陸域1万3622ヘクター

ルと海域3670ヘクタールで構成されています｡やんばるの森には多くの希少な動植物

が生息･生育しています｡そして､やんばると西表島は鹿児島県の奄美大島･徳之島ととも

に世界白然遺産の登録を目指しています｡登録され世界が認めることで､琉球諸島の美し

い白然を国や民俗を越えて世界中の人々が守リ､次の世代へと受け継いでいくことがで

きます。
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年金倚給胃諮期間の短縮!!
平成２９年８月より年金の受給に必要な保険料納付済期間及び保険料免除期間

等を合わせた期間が25年から１０年に短縮されることになりました。

○国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間

　　　　＋○厚生年金や共済組合等の加入期間
　　　　＋
○第３号被保険者であった期間
　　　　＋
○合算対象期間

合わせた期間が

10年(120月)以上

年金の受給資格期間が10年(120月)以上､25年(300月)未満のかたには日本年金機構より

年金請求書が郵送されます。

受給資桔期間10年未満の60歳以上の方も叢長70歳まで任意加入することができます。

※年金額については保険料納付期間等により変わります。----------------------------------------
国民年金のみ加入者は大宜昧村役場住民福祉課にて手続きを行えます。

厚生年金や共済組合等加入者は年金事務所での手続きです｡(名護年金事務所)
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【なかゆくい事業とは】
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　地域の皆様や団体が高齢者の閉じこもり防止､孤立防止､介護予防のため高齢者が集う場や､高齢者だけではな

く､子ども達を交えた世代間交流の場など気軽に集える居場所のことです。

　交付が認められたなかゆくい(居場所)については､最大で10万円の補助がうけられます。

【補助金の交付を受けるには】

　新しく設置･運営する居場所または現在運営している居場所が以下の1～5のすべての要件を満たした場合に補

助金の交付が認められます。

　1.高齢者が気軽に参加出来る場所で､介護予防･健康増進につながる活動を1つ以上提案し､実施すること｡なお､すでに高齢者

　　の居場所を運営しているところについては､高齢者の閉じこもり防止のための新たな活動を1つ以上提案し､実施すること。

　2.利用対象者に村内在住の65歳以上の高齢者が含まれていていること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　3.月2回以上､1回当たり2時間以上の活動を実施すること。
　4.世話人などの人員が適切に配置されていること。
　5.営利･宗教･政治活動を目的としたものでないこと。

【交付対象となる個人又は団体】
　次の要件を満たしている方が､補助金対象者となります。
　1.村内に居住する者又は活動の拠点を有する団体であること。
　2.暴力団､暴力団員の統制下にある者でないこと。

【募集期間】平成29年4月28日(金)まで

､-'こ､､浴、
昨呉

ｔ．･ｒＷ／．､‘

亮

L.-ご

ｔ

－-----　心公谷

言
‰

辺M.M.逸ｓ６６６６６!．ｘ６６６６ｈｔｔｐ：／／ｗwｗ．６g．ｃｏｍ６６６t.逸迷逸逸逸逸逸屁MM.M.Mμ.Qふ６６!．ｘ６６６６６き.Q.s66666!.x!.

大宜昧村農業委員会農業委員及び農地利用最適化推進委員候補者募集!
　農業委員会等に関する法律の改正により､農業委員はこれまでの選挙制から村長の任命制となるとともに､さら

なる農地等の利用の最適化を進めるため､新たに現場活動を積極的に行う農地利用最適化推進委員を農業委員会が
委嘱することになりました。

大宜味村農業委員会では､改正された法律に基づき､平成29年10月１日より新たな農業委員会体制となるため､次
のとおり農業委員及び農地利用最適化推進委員を募集します。
　※:詳細は募集要項をご確認下さい

１．推薦･募集の対象及び定数　（1）農業委員　5人 (2)農地利用最適化推進委員　7人

2.月額報酬　（1）農業委員　報酬:43,000円　（2）農地利用最適化推進委員　報酬:35,000円

3.任　期 (1)農業委員:平成29年10月１日～平成32年9月30日　３年間
(2)農地利用最適化推進委員:委嘱日から農業委員の任期期限まで

4.受付期間

　平成29年5月１日（月）～平成29年5月29目（月）､土曜･目曜･祝祭日除く
　※直接提出又は郵送にて受付（郵送の場合は､5月29日必着分）

5.募集要項､申込書の入手方法及び受付場所
　大宜味村農業委員会､又は産業振興課まで取りに来るか村HPにて入手して下さい。

　〒905-1392　大宜味村字大兼久157番地

ノ

辺M.辺逸逸逸4ふ６６６!．逸M.M.M.辺逸逸逸逸Ｑ．ｘ６６６６６６!．ｘ６６６６き.Q.逸逸4ふ６６６!．ｘ６６６６き.逸s66!.x!.x!.x!.s!.M.M.以MMMμ.Q.Q.4
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【お問い合せ先】大宜昧村役場　住民福祉課　�０９８０-４４-３００３

　　　　　　　年金事務所への相談の予約は『年金ﾀﾞｲﾔﾙ』�０５７０-０５-１１６５

【申請書提出先及び間合せ】| 大宜昧村住民福祉課　�０９８０-４４-３００３

大宜昧村包括支援センター　�０９８０-４４-３０１１

人宜昧村農業委員会�0980-44-3477　大宜昧村産業振興課�0980-44-32321



・

　平成29年4月１日から新たな行政相談員として島袋経子さ

んが委嘱されました｡これまで行政相談員の宮城博俊さん

は､平成29年3月31日で任期満了となります｡行政相談員は、

国民が毎日の暮らしの中で感じている国の役所等の仕事に

ついて､苦情や意見･要望を直接受付､その解決･実現に努め

ています｡相談事がありましたら､お気軽にご相談ください。

○法律･行政合同相談{，こついて 平成29年４月２８日　金曜日

午後1時30分～午後４時30分まで

　(叢終受付:午後４時まで)

認証紛争解決サービス

・お金を返してもらいたい

・深夜の騒音をやめてほしい

・パワハラ被害を解決したい

裁判によらずに円満な解決を目指します。

｢かいけつサポート｣を利用するには､法務省の｢かいけつサ

ポート｣ホームページで｢かいけつサポート｣を行っている民間

事業者の詳細な情報を公表しています｡この中からあなたのト

ラブルの実情を踏まえた事業者を選んで下さい。
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平成29年

内数は対前月比

大宜昧村むらづくり

2月分 累計(1～2月)

件数 166件 393件

金額 3,427,000円 8,088,000円

県内外より本村にご寄付頂き心より

感謝申し上げます。
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　April　May4月1日～5月10日 向回回図図回回回ロ

◆区長会◆海外短期留学生募集開始

◆村体育協会評議員会◆村交通安全推進協議会総会

◆春の交通安全運動出発式

◆一学期始業式･新任式（幼小中）◆大宜味中学校入学式

２２土

２３日

２４月　◆村チャリティーゴルフ大会
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水
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木

・
－

９

・
－

・
－

２・
－

３・
－

４・
－

５・
－

６・
－

７・
－

１８

-１９

２０
・
－

２

土

月

一
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一
水

◆大宜昧小学校入学式

◆幼稚園入園式

木

金

土

日◆第３９回塩屋湾一周トリムマラソン大会

月

火

水

木

金

２５

２６

２７

-２８

２９

３０

土

◆春の遠足（幼稚園）◆法律･行政合同相談

昭和の日

・
－

２

－３

－４

－５

－６

－７

月
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　８月

　９火

１０水

◆区長会

◆乳幼児健診

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

※このカレンダーは予定ですので､都合により変更されることがあります｡各業務については電話等で確認してください、
ｅａ大ｔ味第2659

四コ[;:･

【お問い合せ先】法務省大臣官房司法法制部審査監督課
　　　　　�０３-３５８０-４１１１(内線５９２３)



の住みやすい環境を整えるため､大宜昧村生物多様性セン

ターと協働して､オキナワスズムシソウなどの植樹を実施し(亨

ました｡リコーグループは､沖縄本島北部のやんばるで生物多

様性を守るため､２００１年より｢沖縄やんばる森林保全プロ(ｙ

ジェクト)として社会貢献積立金で支援しています｡当日は同

グループと村生物多様性センターの他､環境省や村長､村内の(y

小学生など約60名が参加しました。
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　　2月２２日､大宜昧村役場会議室にて障害者の自立した地域

刃生活を支援するための方法などを検討する｢大宜味村障害者

　　自立支援協議会｣を開催しました｡委員として社会福祉協議会

司や村身体障害者協会､サービス事業所などの福祉関係者が出

　席し､協議会及び専門部会の状況確認や次年度に向けた取組

司みを確認しました｡今年度は子ども支援部会の立ち上げや、

　就労支援等について議論が多く交わされました。

l）瀧＠畷啖農－殲
冤）3月フ日､一般

　社団法人日本道

冤）路建設業協会沖

　縄支部から道の

冤）

（y’i）

(ｙ

　３月１１日から１２日の２日間､大宜昧村蕎麦製粉工場(宇田

港)において大宜昧村蕎麦生産組合主催による｢日本―早い新(y

蕎麦まつり)が開催されました｡提供された蕎麦は2月に収穫

したばかりの新蕎麦で､等級検査において最上級である1等の(y

認定を受けています｡２日間とも行列が途切れないぼど多くの

駅｢おおぎみ｣ヘ

の発電機贈呈式

が行われまし

た｡贈呈された

発電機及び投光

■)器一式は一般社

岨 ﾌﾟ4

●

　団法人日本道路建設業協会沖縄支部による社会貢献活動のー

て)環として､地震などの災害が発生した場合の救援活動及び復旧

　活動に役立ててほしいとの思いから行われたもので同協会沖縄

刃支部の奥野雅巳幹事長は｢この発電機が緊急時等に信頼のでき

　る拠点づくりの一環として活用され､又､広く地域のコミュニ

お客さんが訪れ､薫り高く深い蕎麦の味わいを楽しんでいま（y:l）テイーの方々や道路利用者の方々にとって安全゜安心確保の
した。

表需恙りa瘤･麿一毎恥袋l一涙躍員(y
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　大保ダムでは､ダム堤体や管理区域をウォーキングできる(y

｢ウォーキングコース･看板｣を設置しました｡ウォーキング

コースは､４コース(２．４Ｋｍ､１．２Ｋｍ､１．０Ｋｍ､０．７Ｋｍ)を設(y

定し､本ダムや脇ダム､野鳥観察施設などへ至るコース設定と

一助となれば幸いです｡｣との思いを語ってくれました。
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゛l)3月１８日、(～大
｜　

宜味の石灰岩の山と

hl)森を歩こう!^‘ネク

１　

マチヂ岳敵策会｣(主

･一　催:やんぱる自然体
(l)

験活動協議会)がネ

．　クマチヂ岳にて行わ

　i)れました.やんばる｜　　

国立公圃の地域にも

｀i)なっているネクマチ｜　

ヂ岳敵策道では､ヤ

●－　●･ d●●　=●●.■●■..'i)プツパキの群生地や1　4｀'･゛。-｡､､ig=一S7ris？ll‾皿｜　　

石灰岩地特有の植物･生き物が多く見られた他､猪垣や炭焼き

　　　㎜　　㎜㎜　　　　　　　■㎜㎜㎜　㎜㎜　　　　　　㎜＝　　　㎜㎜㎜㎜㎜　㎜㎜
なっています｡利用者の体力に応じたコースでダム湖などを(y｀司窯などを見ることで､生活で利用されてきた｢人里の森｣を体感

見ながら楽しんで下さい｡これから春に向かってヴォーキン　　
｜　　

することができました｡事前申込の30名はすぐに満員となり、

グには良い季節とな゜ていきますのでヽ大保ダム'｀出かけて(yil)中には南部からの参加者など大人から子どもまで自然環境

心地よい汗を流しませんか。 について楽しみながら学べる散策会となりました。
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■編集･発行大宜昧村役場企画観光課　〒９０５-１３９２大宜昧村宇大兼久157番地　ｎＯ９８０-４４-３００７　ＦＡＸ Ｏ９８０-４４-３０２９
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